
12月３日、だしっこルーム（生保内保育園内）

で子どもたちがクリスマスの飾りを作りまし

た。折り紙のリースや松ぼっくりのツリーに

お母さんと飾り付け。すてきな飾りができあ

がりました。クリスマスが待ち遠しいですね。

もうすぐクリスマス

毎月 2回　1日・16 日発行
http://www.city.semboku.akita.jp/



ち
い
き
の

わ
だ
い

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
し
協
力
体
制

仙
北
市
と
秋
田
大
学
が
連
携
協
定
結
ぶ

11月26日
市役所田沢湖庁舎

　

11
月
19
日
、
角
館
中
学
校
の
3
年
生
を
対

象
に
租
税
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
教
室
で
は
、「
生
徒
が
通
学
で
使

う
橋
が
壊
れ
た
」
と
い
う
設
定
の
も
と
、
橋

の
修
繕
費
用
を
税
金
で
支
払
う
場
合
、
各
家

庭
に
か
か
る
税
率
を
所
得
や
世
帯
構
成
な
ど

様
々
な
ケ
ー
ス
で
考
え
な
が
ら
そ
の
仕
組
み

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
秋
田
南
税
務
署　

泉
健
一

さ
ん
は
「
税
金
の
使
わ
れ
方
な
ど
税
を
身
近

な
問
題
と
し
て
捉
え
、
興
味
を
も
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

租
税
教
室
で
税
を
身
近
に

秋
田
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会

11月19日
角館中学校

　

秋
田
大
学
と
仙
北
市
は
、
お
互
い
の
機
能

や
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
幅
広
い
分
野
で

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
11
月
26
日
、
市

役
所
田
沢
湖
庁
舎
で
締
結
式
が
行
わ
れ
、
澤

田
賢
一
学
長
、
門
脇
市
長
と
、
立
会
人
と
し

て
青
柳
議
長
が
協
定
書
に
サ
イ
ン
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

主
な
協
定
連
携
事
項
は
「
田
沢
湖

再
生
に
係
る
調
査
研
究
・
教
育
活
動

に
関
す
る
こ
と
」「
教
育
・
文
化
・

芸
術
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
」
で
、

大
学
で
は
6
月
に
田
沢
湖
湖
底
研
究

所
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
協
定
締
結

を
機
会
に
田
沢
湖
再
生
へ
の
研
究
な

ど
が
進
む
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
協
定
締
結
を
記
念
し
田
沢

湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
秋
田
大
学

ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演

奏
会
や
研
究
所
所
長
で
も
あ
る
石
山

大
三
教
授
（
国
際
資
源
学
部
）
の
講

演
「
玉
川
水
系
の
河
川
水
の
特
徴
」

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
か
ら
積
極
的
な
意
見
交
換
や
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

協
定
書
を
前
に
協
力
を
誓
う
（
写
真
右
か
ら
）
門
脇

市
長
、
澤
田
学
長
、
青
柳
議
長
。
様
々
な
分
野
で
の

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

協
定
締
結
記
念
演
奏
会
で
は
、
秋
田
大
学
ニ
ュ
ー
ブ

ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
皆
さ
ん
が
、
す
ば
ら
し
い
演

奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

国
際
資
源
学
部　

石
山
大
三
教
授
の
講
演
で
は
、
玉
川
水
系

の
特
徴
を
実
験
で
見
せ
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
。

平日
８：３０～１７：１５

建設課（角館流雪溝を除く） ☎４３-２２９４

角館流雪溝については
角館地域センターへ ☎４３-３３０９

休日
８：３０～１７：１５

田沢湖（日直取次） ☎４３-１１１１

角館（日直取次） ☎４３-３３０９

西木（日直取次） ☎４３-２２００

夜間
１７：１５～翌８：３０

田沢湖（当直取次） ☎４３-１１１１

角館（当直取次） ☎４３-３３０９

西木（西木地域センター） ☎０８０-１６７９-８２４８

平日
８：３０～１７：１５

長寿支援課 ☎４３-２２８１

平日
８：３０～１７：１５

総合防災課 ☎４３-１１１５

夜間・休日
田沢湖（当直取次） ☎４３-１１１１

角館（当直取次） ☎４３-３３０９

西木（西木地域センター） ☎０８０-１６７９-８２４８

雪
に
関
す
る
相
談
窓
口

除雪等、雪に関するご相談がありましたら、

下記の担当にご連絡ください。

相談の内容により、担当部署に電話を転送することがあります。

また、土・日曜日、祝日等の休日は、日直が電話をお取り次ぎしますが、

すぐに対応できない場合がありますので、あらかじめご了承ください。

道路除雪・流雪溝に関すること

高齢者世帯等除排雪支援に関すること

雪害、その他災害等に関する緊急時
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11
月
23
日
、
花
葉
館
で
平
成
縄
綯
塾
が
主

催
す
る
全
国
縄
綯
競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
第
６
回
の
開
催
と
な
っ
た
今
大
会
は
、

「
花
葉
館
祭
り
」
と
併
せ
て
行
わ
れ
、
参
加

者
60
人
が
個
人
戦
と
団
体
戦
で
そ
の
自
慢
の

腕
前
を
競
い
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
に
西
長
野
地
区
運
動
会
で
行
わ

れ
た
「
縄
な
い
リ
レ
ー
」
を
き
っ
か
け
に
、

地
域
を
盛
り
上
げ
る
活
動
の
一
つ
に
と
開
催

さ
れ
て
き
た
こ
の
大
会
。
今
回
の
大
会
中
に

皆
さ
ん
が
紡
い
だ
縄
の
長
さ
が
１
万
㍍
を
超

え
、
大
会
関
係
者
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
で
こ

の
記
録
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

主
催
す
る
平
成
縄
綯
塾
の
菅
原
誠
晃
塾
長

は
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
大
き
な
目
標
の

１
万
㍍
に
達
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
縄
綯
の
技

術
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

大
会
成
績
〈
敬
称
略
〉

個
人
の
部　

優
勝　

伊
藤
サ
ダ
子
（
由
利
本

荘
市
）
団
体
の
部　

優
勝　

伊
藤
サ
ダ
子
・

佐
々
木
昭
子（
由
利
本
荘
市
）伊
藤
正
一（
横

手
市
）

大
会
続
け
紡
い
だ
縄
が
１
万
㍍
に
到
達

第
６
回
全
国
縄
綯
競
技
大
会

11月23日
花葉館

上
：
１
万
㍍
達
成
を
参
加
者
、
関
係
者
が
祝

い
ま
し
た
。
下
：
10
分
間
で
長
さ
を
競
う
個

人
戦
と
３
人
１
組
（
１
人
５
分
）
で
競
う
団

体
戦
が
行
わ
れ
、
会
場
で
は
賑
や
か
な
応
援

の
か
け
声
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

11
月
15
日
、「
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た

２
０
１
４
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
」
の
ボ
ー
カ
ル
や

ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
活
躍
す
る

藤
田
ゆ
う
み
ん
さ
ん
（
秋
田
市
）
と
こ
れ
か

ら
の
仙
北
市
に
つ
い
て
考
え
る
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
が
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

市
民
ら
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

藤
田
さ
ん
は
「
県
外
で
暮
ら
し
、
自
分
が

秋
田
の
こ
と
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
や

や
っ
ぱ
り
秋
田
が
好
き
だ
と
気
付
い
た
」
と

地
元
に
対
す
る
思
い
を
語
り
ま
し
た
。「
Ｄ

Ｊ
に
な
る
夢
を
追
っ
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の

夢
を
自
分
が
叶
え
、
秋
田
の
人
で
も
叶
う
こ

と
を
証
明
し
た
か
っ
た
」
と
地
元
に
勇
気
や

希
望
を
与
え
た
い
、
秋
田
の
た
め
に
が
ん
ば

り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
藤
田
さ

ん
。「
秋
田
に
住
む
人
が
秋
田
に
誇
り
を
も
っ

て
自
慢
し
て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
元
保

育
士
や
、
現
在
子
育
て
中
の
パ
ネ
ラ
ー
が
、

ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生

活
の
調
和
）
に
つ
い
て
自
身
の
考
え
を
話
し

ま
し
た
。
ま
た
、
起
業
を
目
指
す
仙
北
市
に

住
む
女
性
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ー
ケ
ッ
ト

も
開
催
さ
れ
、
パ
ン
や
デ
ザ
ー
ト
、
子
ど
も

用
品
や
雑
貨
な
ど
が
会
場
に
並
び
ま
し
た
。

秋
田
に
住
む
人
が
秋
田
に
誇
り
を
も
っ
て

藤
田
ゆ
う
み
ん
さ
ん
と
考
え
る
ち
ょ
っ
と
先
の
仙
北
市

11月15日
角館交流センター

藤田ゆうみんさん。

仙
北
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Jr. 　

鈴
木
怜
奈
さ
ん

第
23
回
全
国
小
学
生
選
手
権
大
会
出
場

11月8･9日
山形県

　

11
月
８
・
９
日
に
山
形
県
山
形
市
で
行
わ

れ
た
第
12
回
東
北
小
学
生
県
対
抗
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
に
、
仙
北
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Jr.
で

活
動
す
る 

鈴
木
怜
奈
さ
ん
（
田
沢
湖
）
が
、

秋
田
県
女
子
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
の
活
躍
も
あ
り
秋
田
県
女
子

チ
ー
ム
は
見
事
に
優
勝
し
、
大
会
二
連
覇
を

達
成
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
は
12
月
25
日
か
ら

新
潟
県
で
行
わ
れ
る
第
23
回
全
国
小
学
生
選

手
権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
鈴
木
さ
ん
の
さ

ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

東北大会で活躍した鈴木怜奈さん。

様々な商品が並んだチャレンジマーケット。

パネルディスカッションで、仕事と生活の調和について意見が
交わされました。

仙
北
市
消
防
団
へ
配
備

救
助
資
機
材
搭
載
型
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車

11月27日
仙北市

佐川さんの多彩な芸で笑いの絶えない和やかな講話となりました。

元
気
な
笑
い
声
響
く

仙
北
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

11月19日
西木温泉クリオン　

11
月
19
日
、
仙
北
市
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
が
、
西
木
温
泉
ク
リ
オ
ン
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
仙
北
市
身
体
障
害
者
協
会　

小
杉
英

夫
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
同
協
会
の
発
展

に
長
年
に
渡
り
尽
力
し
た
功
績
を
讃
え
、
鈴

木
緑
さ
ん
、
加
藤
多
一
さ
ん
の
２
人
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
行
わ
れ
た
講
話
で
は
講
師
の
佐

川
篤
さ
ん
が
秋
田
万
歳（
あ
き
た
ま
ん
ざ
い
）

を
披
露
。
漫
談
や
落
語
な
ど
佐
川
さ
ん
の
多

彩
な
芸
に
会
場
か
ら
は
笑
い
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

　

11
月
27
日
に
総
務
省
消
防
庁
か
ら
、

救
助
資
機
材
を
搭
載
し
た
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
積
載
車
が
仙
北
市
消
防
団
に
無

償
貸
与
さ
れ
、
第
３
分
団
に
配
備
さ
れ

ま
し
た
。

　

12
月
７
日
に
は
第
３
分
団
の
皆
さ
ん

が
、
車
両
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
救
助
資

機
材
に
つ
い
て
、
田
沢
湖
分
署
職
員
か

ら
指
導
を
受
け
た
後
、
火
山
噴
火
を
想

定
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
。
車
両
に
積

載
し
て
い
る
担
架
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
等
を
実
際

に
使
用
し
な
が
ら
、
真
剣
な
面
持
ち
で

訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

上：救助資機材を使っての救助訓練。　
右：配備になった車両は消火・救助資機
材を積載、装備している多機能型。

交
通
安
全
意
識
啓
発
運
動
展
開

仙
北
市
交
通
安
全
母
の
会

7月・10月～11月
仙北市内

　

仙
北
市
交
通
安
全
母
の
会
で
は
、
今
年
も

秋
田
県
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
と
合
同

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
交
通
安
全
へ
の
意
識

啓
発
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
７
月
に
は
夏

休
み
を
間
近
に
控
え
た
市
内
全
小
学
校
３
年

生
の
各
学
級
を
訪
問
し
、
交
通
安
全
基
礎
知

識
を
指
導
し
ま
し
た
。
10
月
、
11
月
に
は
市

内
の
１
人
暮
ら
し
の
方
や
２
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
世
帯
、
約
７
０
０
世
帯
を
訪
れ
て
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
ま
す
。
交

通
事
故
防
止
に
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

交
通
安
全
に
反
射
シ
ー
ル
な
ど
の
利
用
を
呼
び
か
け

る
交
通
安
全
母
の
会
会
員
。

ちいきのわだい
仙北市のできごとをおとどけ
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01

02

04

05

03

角
館
町
平
福
記
念
美
術
館

第
37
回
児
童
生
徒
県
南
美
術
展

開
催
中
！

　

今
年
で
37
回

目
と
な
る
児
童

生
徒
県
南
美
術

展
が
角
館
町
平

福
記
念
美
術
館

で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
県
南
７
市
町
村
（
仙
北
市
・

大
仙
市
・
美
郷
町
・
横
手
市
・
湯
沢
市
・

羽
後
町
・
東
成
瀬
村
）
の
小
中
学
校
93

校
か
ら
１
１
８
０
点
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
力
作
は
１

月
29
日 

木 

ま
で
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
期
／
１
月
29
日 

木 

ま
で

●
同
時
開
催
／
常
設
展
示　

平
福
穂

庵
・
百
穂
展
（
第
１
展
示
室
）

●
開
館
時
間
／
９
時
～
16
時
30
分

※
入
館
は
16
時
ま
で

●
休
館
日
／
月
曜
日
、
12
月
28
～
31
日
、

１
月
２
～
５
日

※
１
月
１
日
は
開
館
し
ま
す
。

●
入
館
料
／
一
般
１
５
０
円

　

小
中
学
生
、
仙
北
市
民
は
無
料

●
問
合
せ
／
角
館
町
平
福
記
念
美
術
館

☎
（
54
）
３
８
８
８

　

同
じ
方
が
同
じ
月
内
に
一

医
療
機
関
に
支
払
っ
た
自
己

負
担
額
が
、
下
記
の
限
度
額

を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え

た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
限

度
額
適
用
認
定
証
（
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
『
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
』）
を
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
外
来
・
入
院
と
も

個
人
単
位
で
一
医
療
機
関
の

窓
口
で
の
支
払
い
は
限
度
額

ま
で
と
な
り
ま
す
。

《
認
定
証
の
手
続
き
に
つ
い
て
》

　

お
近
く
の
市
役
所
各
庁
舎
・

各
出
張
所
の
国
保
担
当
窓
口

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／

対
象
者
の
方
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
世
帯

主
の
印
鑑

※
な
お
、
す
で
に
申
請
さ
れ
認
定

証
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、

再
度
区
分
を
判
定
し
た
認
定
証

を
市
民
課
か
ら
郵
送
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
民
課 

国
保
年

金
係
（
角
館
庁
舎
）

　
☎
（
43
）
３
３
１
６

平
成
27
年
１
月
か
ら

70
歳
未
満
の
方
の
所
得
区
分
と
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間

納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

　

12
月
26
日 

金   

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域

セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

☎
（
43
）
１
１
１
７

12
月
26
日 

金　

  

『
夜
間
納
税
窓
口
』
開
設
の
お
知
ら
せ

●自己負担限度額（月額）

所得区分 ３回目まで ４回目以降※

上位所得者（Ａ）
150,000円 ＋ 医療費が500,000円を超えた場合は、
　　　　　　　その超えた分の 1% 83,400 円

一般（Ｂ）
 80,100円 ＋ 医療費が267,000円を超えた場合は、
　　　　　　　その超えた分の 1% 44,400 円

住民税非課税世帯（Ｃ） 35,400 円 24,600 円

●自己負担限度額（月額）

区
分

平成２７年１月
からの所得要件

３回目まで ４回目以降

ア 所得※が 901 万円を
超える

 252,600円 ＋ 医療費が842,000円を超えた場合は、
　　　　　　　 その超えた分の 1% 140,100 円

イ
所得が 600 万円を
超え 901 万円以下

 167,400円 ＋ 医療費が558,000円を超えた場合は、
　　　　　　　 その超えた分の 1% 93,000 円

ウ
所得が 210 万円を
超え 600 万円以下

  80,100円 ＋ 医療費が 267,000円を超えた場合は、
　　　　　　　 その超えた分の 1% 44,400 円

エ 所得が 210 万円以下
（住民税非課税世帯を除く）

57,600 円 44,400 円

オ 住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円

※所得とは、国民健康保険税（料）の算定の基礎となる『基礎控除後の総所得金額等』のことです。

※
過
去
12
か
月
以
内
に
、
同
一
世
帯

で
の
支
給
が
４
回
以
上
あ
っ
た
場

合
の
４
回
目
以
降
の
限
度
額
で
す
。

平成27年1月から

年
末
年
始
の
業
務
案
内
、

各
種
証
明
書
・
届
け
出
、

ご
み
の
受
入
れ
の
お
知
ら
せ

《
各
種
証
明
書
、
戸
籍
の
届
け
出
》

　

12
月
27
日 
土 
か
ら
１
月
４
日 

日 

の

期
間
中
は
各
種
証
明
書
の
発
行
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
証
明
書
等
の
請

求
、
各
種
手
続
き
は
お
早
め
に
済
ま
せ

《
ご
み
の
受
入
れ
》

　

12
月
29
日 

月 

・
30
日 

火 

に
環

境
保
全
セ
ン
タ
ー
（
角
館
町
薗

田
）
で
は
、
ご
み
の
直
接
搬
入

の
受
入
れ
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
／
12
月
29
日 

月 

・
30
日 

火 　

８
時
30
分
～
16
時
30
分

●
受
入
れ
可
能
な
ご
み
／
可
燃

ご
み
・
資
源
ご
み
・
粗
大
ご
み
・

古
紙
類

※
ご
み
収
集
車
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

※
年
始
は
、
１
月
５
日 

月 

か
ら
通

常
ど
お
り
搬
入
で
き
ま
す
。 

※
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
、
12

月
27
日 

土 

か
ら
１
月
４
日 

日 

ま

で
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
／
生
活
環
境
課
（
角

館
庁
舎
）
☎
（
43
）
３
３
０
８

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　

な
お
、
戸
籍
届
出
（
死
亡
届
他
）
の

窓
口
は
休
日
、
祝
日
、
夜
間
体
制
で
通

常
ど
お
り
受
付
し
ま
す
。（
夜
間
受
付

窓
口
は
角
館
庁
舎
）

●
問
合
せ
／
市
民
課 

市
民
係（
角

　

館
庁
舎
）
☎
（
43
）
３
３
０
７

《各施設の業務案内》

施設名
２７
日
土

２８
日
日

２９
日
月

３０
日
火

３１
日
水

１
日
木

２
日
金

３
日
土

４
日
日

５
日
月

市役所 各庁舎・出張所 休 休 休 休 休 休 休 休 休

田沢湖図書館 休 休 休 休 休 休 休 休 休

学習資料館・新潮社記念

文学館（総合情報センター）
休 休 休 休 休 休 休 休 休

角館樺細工伝承館 休 休 休 休 休 休 休

角館町平福記念美術館 休 休 休 休 休 休 休 休

各公民館・総合開発センター 休 休 休 休 休 休

【
平
成
27
年
１
月
５
日
納
期
限
の
税
目
】

　

口
座
振
替
日
も
納
期
限
と
同
日
で
す

の
で
、
前
日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◎
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）・
第
４
期

◎
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）・
第

６
期

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

収
）・
第
６
期

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で

す
。各
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
税
務
課
、

地
域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
！

１
０
０
万
円
の
罰
金
で
す

　

犬
、
猫
な
ど
の
愛
護
動
物
を
遺

棄
す
る
と
、
動
物
愛
護
法
に
よ
り

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
ま
す
。

　

子
犬
や
子
猫
が
生
ま
れ
た
、
ま

た
は
こ
れ
以
上
飼
養
で
き
な
い
な

ど
、
愛
護
動
物
で
お
困
り
の
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
生
活
環
境
課
（
角
館

庁
舎
）
☎
（
43
）
３
３
０
８

●総務課　☎43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎43-1351　
●神代出張所（サポートセンター）　☎43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎48-2001　
●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎49-2159
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今
年
７
月
に
県
の
『
秋
田
の
酒
に
よ
る
乾
杯
を

推
進
す
る
条
例
』
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
県
で
は
、

県
産
酒
で
の
乾
杯
を
進
め
、
愛
飲
す
る
よ
う
な
気

運
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
県
内
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
・

飲
食
店
な
ど
酒
類
を
提
供
し
て
い
る
店
舗
で
の
掲

秋
田
の
酒
に
よ
る
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例

県
産
酒
で
の
乾
杯
推
進
ポ
ス
タ
ー
を
配
布
し
ま
す

示
用
に
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望

の
方
に
は
市
役
所
の
次
の
窓
口
で
配
布
し
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
庁
舎
に
て
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

●
配
付
窓
口
／
田
沢
湖
庁
舎
（
田
沢
湖
地
域
セ
ン

タ
ー
）、
角
館
庁
舎
（
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
）、

西
木
庁
舎
（
西
木
地
域
セ
ン

タ
ー
）、
中
町
庁
舎
（
商
工
課
）

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

配
布
は
一
店
舗
２
枚
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
商
工
課
（
中
町

　

庁
舎
）　
☎
（
43
）
３
３
５
１

保
健
・
健
康
の
掲
示
板

『
メ
タ
ボ
予
防
教
室
』
を
開
催
し
ま
す

　

健
診
や
ド
ッ
ク
の
結
果
で
、「
体
重
・
腹
囲
が
ま

た
増
え
て
し
ま
っ
た
」「
メ
タ
ボ
と
言
わ
れ
た
け
ど
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
と
思
っ
て
い
る
方
は
い

ま
せ
ん
か
。

　

内
臓
脂
肪
が
増
え
る
と
、
生
活
習
慣
病
と
な
り
、

将
来
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
命
に
関
わ
る
病
気

の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

今
の
体
重
の
５
～
10
％
減
ら
す
だ
け
で
、
血
液

デ
ー
タ
に
改
善
が
み
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

気
に
な
っ
た
今
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
！
自
分
に
合
っ

た
運
動
方
法
や
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
を
一
緒
に
学
び

ま
し
ょ
う
！

◆
対
象
／
①
と
②
に
該
当
す
る
方

①
40
歳
か
ら
70
歳

②
特
定
健
診
や
ド
ッ
ク
の
結
果
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以

上
の
方
、
ま
た
は
年
々
体
重
が
増
え
て
い
る
方

※
治
療
中
の
方
は
医
師
に
ご
相
談
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
角
館
）、
西
木
保

健
セ
ン
タ
ー

※
田
沢
湖
地
区
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
内
容
／
勉
強
会
、
講
演
会
、
栄
養
教
室
、
運
動

教
室
等

◆
実
施
期
間
／
12
月
か
ら
３
月　

合
計
11
回

◎
初
回
勉
強
会　

角
館 

12
月
17
日 

水 　

西
木 

12

月
25
日 

木 

◆
料
金
／
無
料

◆
申
込
／
初
回
勉
強
会
前
日
ま
で
に
保
健
課
ま
で

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
後
日
担
当
よ
り
、
日
程
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課 

成
人
保
健
係

　

☎
（
55
）
１
１
１
２

　

仙
北
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
は
、
前
回
の
平

成
19
年
度
の
見
直
し
か
ら
６
年
が
経
過
し
た
こ
と

か
ら
、「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
平
成
26
年
度
か
ら
27
年
度
に
か
け
て

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
（
定
期
見
直

し
）
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
５
年
の
間
に
農
地
へ
の
住
宅
建
築
や
事
業
を

計
画
し
て
い
る
方
は
、
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
通
常
の
農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外

お
よ
び
編
入
手
続
き
は
、
定
期
見
直
し
終
了
ま
で
行

今
後
５
年
の
間
に
農
地
へ
の
住
宅
建
築
や
事
業
を
計
画
し
て
い
る
方
は
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
てう

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
見
直
し
時
に
申
請
さ
れ
た
場
合
は
、
定

期
見
直
し
終
了
予
定
の
平
成
28
年
４
月
末
で
の
農

業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外
・
編
入
が
終
了
と
な
り

ま
す
。

●
定
期
見
直
し
に
関
す
る
申
請
受
付
期
間
／
12
月
26
日 

金 

ま
で

●
問
合
せ
／
農
山
村
活
性
課  

農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
担
当
（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）
２
２
０
６

　

仙
北
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
正
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ

け
、
健
康
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め
の
指
針
と
し
て
「
第
２
期
仙

北
市
食
育
推
進
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に「
食

育
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
関
連
情
報
を
掲
載
し

ま
す
の
で
、
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中
の
計
画
も
あ
わ

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

季
節
や
地
域
の
「
食
」
を
見
つ
け
よ
う

　

日
本
に
は
古
く
か
ら
伝
わ
る
、
正
月
や
節
句
な
ど
の
年
中

行
事
に
は
、
そ
の
季
節
に
応
じ
た
地
域
の
文
化
に
根
ざ
し
た

「
食
」
が
あ
り
ま
す
。

　

旬
の
食
材
は
味
も
香
り
も
良
く
、
栄
養
価
が
高
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
四
季
折
々
の
旬
の
食
材
を
料
理
に
使
い
、

地
域
の
気
候
・
風
土
が
育
ん
だ
自
然
の
恵
み
を
意
識
し
て
味

わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
！
地
域
の
食
材
を
使
い

食
べ
る
こ
と
で
地
産
地
消
に
も
つ

な
が
り
、
郷
土
を
愛
す
る
心
も
育

ま
れ
ま
す
。

　

仙
北
市
で
は
、
平
成
23
年
８
月

に
、
伝
統
料
理
の
継
承
を
目
的
と

し
た
「
食
の
伝
道
師　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

仙
北
ば
ぁ
ば’

　

Ｓ
」
を
結
成

し
、
仙
北
市
に
伝
わ
る
伝
統

料
理
の
レ
シ
ピ
本
「
昭
和
な

食
卓
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

お
正
月
や
お
盆
で
ふ
る
ま

わ
れ
る
伝
統
料
理
を
は
じ

め
、
ち
ま
き
や
お
漬
け
物
な

ど
の
レ
シ
ピ
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

仙北市食育推進会議・総合産業研究所    ☎ 43-2243 毎月 19 日は食育の日

食
育
っ
て
何
だ
ろ
う

？
伝統料理のレシピ本

「昭和な食卓」

2015 FIS
フリースタイルスキー

ワールドカップ
秋田たざわ湖大会開催!!

【問合せ】
2015  FIS  フリースタイルスキーワールドカップ
秋田たざわ湖大会 組織委員会事務局

（仙北市教育委員会 スポーツ振興課内）

☎ 0187-43-3390

たざわ湖スキー場が
モーグルワールドカップの舞台に！

　 あ の 黒 森 山 の モ ー グ ル コ ー ス を 世 界
トップレベルの選手たちが滑ります。
　ダイナミックな滑りを間近で観戦でき
る 絶 好 の 機 会 で す の で、ぜ ひ 会 場 ま で お
越 し く だ さ い！ そ こ に は 興 奮 と 感 動 が
待っています！

2 /28 土

モーグル予選・決勝

9：0 5
1 5：1 5

～

3 / 1 日

デュアルモーグル予選・決勝

9：45
1 5：1 5

～
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仙
北
市
で
は
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
様
々
な
分

野
で
社
会
参
加
さ
れ
、
い
き
い
き
と
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
を

地
域
の
小
学
校
で
行
わ
れ
る
学
習
発
表
会
の
場
で
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
表
彰
者
５
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

高
齢
者
輝
き
表
彰

　

次
の
公
民
館
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
受

講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄
り
の
公
民
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
内
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す
。
参

加
し
て
み
た
い
な
ど
、
活
動
に
興
味
が
あ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
『
山
野
草
の
寄
せ
植
え
教

室
』
を
５
月
か
ら
11
月
ま
で

の
全
５
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

山
野
草
の
寄
せ
植
え
は
、
季
節
の
山
野
草
を

わ
ず
か
10
セ
ン
チ
前
後
の
皿
や
鉢
に
植
え
込
ん

で
楽
し
み
、
ま
た
小
さ
な
自
然
を
見
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
参
加
者
は
最
初
の
頃
は
講

師
の
先
生
の
指
導
に
従
っ
て
植
え
込
み
を
し
て

　

生
涯
学
習
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
、
趣
味
や

特
技
を
持
ち
た
い
。
で
も
教
え
て
く
れ
る
先
生

が
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
仙
北
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
で

は
、
市
内
に
住
む
様
々
な
分
野
の
講
師
を
仙
北

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
分
野
の
講
師
の
方
が
い
ま
し
た

ら
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
人
材
バ
ン
ク
を
見
る
に
は
》
仙
北
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
『
市
民
情
報
』
内
に
あ
る
『
生
涯

学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
等
』
か
ら
『
生
涯
学
習
人

材
バ
ン
ク
』
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

山
野
草
の
寄
せ
植
え
教
室

【
西
木
公
民
館
】

仙
北
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
の

利
用
に
つ
い
て

生
涯
学
習
活
動
紹
介

公
民
館
講
座
情
報

生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
紹
介

生
涯
学
習

生涯学習課　 ☎ 43-3383
田沢湖公民館 ☎ 43-1061
角館公民館　 ☎ 54-1110
西木公民館　 ☎ 47-3100

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

ペ
ン
習
字
教
室

野
の
花
押
し
花
く
ら
ぶ

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

で
文
章
を
書
く
こ
と
が
多

い
現
代
で
す
が
、
手
書
き
の
文
字
も
大
切
に
し

た
い
も
の
で
す
。
ま
ず
は
、
鉛
筆
か
ら
始
め
て
、

正
し
く
整
え
て
書
く
コ
ツ
を
覚
え
た
ら
『
の
し

袋
』
等
に
筆
ペ
ン
で
書
き
ま
す
。
達
筆
め
ざ
し

て
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

《
日
時
》
１
月
７
日
か
ら
２
月
25
日
ま
で
の

　

水
曜
日　

10
時
～
12
時

　

※
２
月
11
日 

水・祝 

は
除
く　

計
７
回

《
会
場
》
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

《
講
師
》
鈴
木 

佐
岐
子 

氏

《
受
講
料
》
５
４
０
円
（
筆
ペ
ン
代
）

《
募
集
人
員
》
12
人

《
持
ち
物
》初
回
の
み
鉛
筆
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

《
申
込
み
》
12
月
16
日 

火 

～
26
日 

金 

　

平
日
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
最
寄
り
の
公

民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
の
野
の
花
押
し
花
く
ら
ぶ

は
西
木
公
民
館
を
会
場
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

押
し
花
は
絵
心
や
芸
術
性
が
な
く

て
も
、
自
分
の
感
性
で
好
き
な
お
花

を
使
っ
て
自
由
に
作
画
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
初
心
者
の
方
で
も
難
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
興
味
の
あ
る
方
は

体
験
入
会
も
で
き
ま
す
し
、
押
し
花

を
し
て
み
た
い
小
団
体
に
は
出
向
い

て
指
導
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

入
会
は
い
つ
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
一
緒
に

押
し
花
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

活動日時   毎月第 1・3 水曜日  10：00 ～ 12：00
活動場所   西木公民館　会員数   6 人　問合せ   生涯学習課

     

お
知
ら
せ

い
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
自
分
で
組

合
せ
を
考
え
、
個
性
豊
か
な
作
品
を
作
り
『
出
来

上
が
り
が
満
足
』
な
表
情

に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

周
り
が
大
自
然
の
仙
北

市
。
寄
せ
植
え
を
す
る
と

山
野
草
を
も
っ
と
身
近
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
。
来
年
度
も
開
催
を
計

画
し
て
い
ま
す
の
で
、
今

回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方

も
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

明
る
い
社
会
づ
く
り
　
人
生
を
い
き
い
き
と

村上龍弘さん（西木町桧木内）
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
健
康
づ
く
り
を
重

点
的
に
、
20
代
の
頃
か
ら
約
40
年
、
桧

木
内
小
・
中
の
子
ど
も
達
に
駅
伝
や
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
を
指
導
。
地

域
で
は
、総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
桧

木
内
て
く
て
く
倶
楽
部
」
で
、
ポ
ー
ル

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
指
導
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
に
熱
心

に
取
り
組
み
、
マ
ラ
ソ
ン
等
各
種
大
会

に
出
場
し
、
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

田口直太郎さん（角館町上野）
　

角
館
ま
ち
づ
く
り
地
域
運
営
体
設
立

当
初
よ
り
、
副
会
長
と
し
て
会
の
発
展
、

充
実
に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
地
域
に
お

い
て
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

地
域
行
事
等
を
率
先
し
て
進
め
ご
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
7
月
、
12
年

に
一
度
午
年
に
行
わ
れ
る
『
大
塚
山
祖

師
堂
馬
頭
観
音
祭
り
』
で
も
、
積
極
的

に
携
わ
り
、
地
域
か
ら
も
信
頼
が
厚
く

頼
り
に
な
る
存
在
で
す
。

加藤慶治さん（角館町薗田）
　

地
域
の
活
動
を
最
も
重
要
と
考
え
、

長
年
に
渡
り
環
境
美
化
運
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
交
通
安
全
運
動
な
ど
幅
広
く

活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
薗
田
か
た
る
べ
会
な
ど

各
種
団
体
の
長
を
務
め
、
現
在
も
活
躍

中
で
地
域
振
興
発
展
に
大
き
く
ご
尽
力

さ
れ
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
市
民
の

模
範
と
な
り
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

照井政治郎さん（田沢湖卒田）
　

地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
活
動
に
関

し
て
、
積
極
的
に
協
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
未
来
を
担
う
児
童
へ
の
交
通

安
全
街
頭
指
導
活
動
に
は
強
い
使
命
感

を
も
っ
て
、
長
年
に
渡
っ
て
ご
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
生
き
の
秘
訣

は
体
を
動
か
す
こ
と
と
話
し
、
90
歳
に

な
っ
た
今
で
も
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
趣
味
の
絵
画
を
描
き
な
が
ら
、
毎

日
を
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

真崎玲子さん（田沢湖卒田）
　

教
職
員
を
退
職
後
、
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
の
立
上
げ
を
契
機
に
指
導
者
と

し
て
招
か
れ
、
生
保
内
地
区
の
「
コ
ー

ル
駒
草
」、神
代
地
区
の
「
コ
ー
ル
若
葉
」

へ
月
２
回
ず
つ
、
教
室
を
開
い
て
指
導

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
60
人
ほ
ど
の

会
員
と
共
に
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
仙

北
市
の
音
楽
活
動
の
広
が
り
に
情
熱
を

持
っ
て
当
た
ら
れ
、
健
康
的
に
日
々
を

い
き
い
き
と
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
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OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

OSHIRASE NAVI相談

１月３日に秋田市で
『Ａターン就職相談会』開催

　県とハローワークは秋田県内での就

職を応援しています。

【日時】1 月 3 日 土 10:00 ～ 17:00 

【場所】にぎわい交流館ＡＵ（秋田市中

通エリアなかいち）

【料金】無料（企業の参加はありません）

【Ａターン就職に関する情報】（公財）

秋田県ふるさと定住機構（http://

www.furusato-teiju.jp/）、 秋 田 県

雇用労働政策課（http://www.pref.

akita.lg.jp/koyorodo/）のホームペー

ジをご覧ください。

【問合せ】 ▼ハローワーク角館  ☎54-

2434　 ▼ 秋田県雇用労働政策課  

☎018-860-2336

OSHIRASE NAVI募集

OSHIRASE NAVIお知らせ

平成２７年度分　軽油引取税免税証（農業用）交付申請書の（仮）
受付について
　農業用免税軽油制度は、法律上、平成 27 年 3 月 31 日で終了することになって

いますが、制度が継続された場合に対応するため、平成 27 年度使用分の免税証交

付申請書の集合（仮）受付を行いますので、免税証の交付を希望する方は、下記に

より申請手続を行ってください。制度が継続されない場合は、免税証を交付できま

せんが、制度が継続された場合、集合（仮）受付を行った方については、4 月上旬

に免税証を交付する予定です。

【集合（仮）受付日程】

対象地域 期日 時間 会場

角館 1 月 15 日 木 
10:00 ～ 11:30

13:00 ～ 15:30

角館交流センター

多目的ホール

田沢湖 1 月 21 日 水 
10:00 ～ 11:30

13:00 ～ 15:30

田沢湖総合開発センター

大集会室

西木 1 月 30 日 金 
10:00 ～ 11:30

13:00 ～ 15:30

西木総合開発センター

2F  集会室

【必要書類一覧表】

区
分

免
税
軽
油

使
用
者
証

機
械
の

購
入
証
明
書

免
税
軽
油
使
用
者

証
交
付
申
請
書

誓
約
書

秋
田
県
証
紙

（
４
０
０
円
）

免
税
証
交
付

申
請
書

農
業
委
員
会
が
交
付

す
る
耕
作
証
明
書

免
税
軽
油
の
引
取
り

等
に
係
る
報
告
書

前
年
購
入
し
た
軽

油
の
納
品
書
ま
た

は
購
入
証
明
書

印
鑑

未
使
用
の
免
税
証

新規 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

更新 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継続 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

書換 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

年末の交通安全運動
　『年末の交通安全運動』が 12 月 11

日 木 から 20 日 土 までの 10 日間実

施されています。また、12 月は『飲酒

運転追放県民運動強調期間』となってい

ます。これから年末を迎え、積雪や凍結

によるスリップ事故の危険、忘年会等の

飲酒の機会の増加から飲酒運転による事

故の多発が心配されます。市民の皆様の

より一層のご協力をお願いします。

仙北市交通安全対策協議会

仙北地区交通安全協会、仙北警察署

農地中間管理事業を活用して経営
転換、規模拡大を
農地の借受希望者の募集と農地の
貸付希望者の受付開始について
　公益社団法人秋田県農業公社では、

3 月 20 日に県より農地中間管理機構

の指定を受け、農地中間管理事業を実

施しています。この事業は、経営規模

を縮小する農家、リタイアする農家か

ら機構（農業公社）が農地を借り入れ、

公募に応募し公表された規模拡大や集

約化を希望する受け手農家に、まとまっ

た農地を貸し付けるものです。

【公募期間】12 月 19 日 金 ～ 1 月 26

日 月 　※ 1 月下旬に、機構（農業公

社）のホームページで公表されます。

【応募方法】下記問合せ先の窓口に応募

用紙を用意します。また、機構（農

業公社）のホームページからも応募

できます。

【問合せ】 ▼秋田県農業公社  ☎ 018-

893-6223　 ▼ JA 田沢湖営農セン

ター  ☎44-3121　 ▼ JA 角館営農

センター  ☎54-3154　 ▼ JA 西木

営農センター  ☎ 47-3115　 ▼ 仙

北市農業委員会  ☎ 43-2209　 ▼

仙北市農山村活性課  ☎43-2206

仙北市総合情報センター主催（第４回）
パソコン講座受講生募集
① パソコン基本（４日間）

【内容】マウス･キーボード操作、文字入

力、インターネット、電子メールなど

【対象】初心者

【日時】1 月 14 日 水 、15 日 木 、21

日 水 、22 日 木 13:00 ～ 16:00 

②エクセル基本（２日間）
【内容】計算、表作成など

【対象】パソコン基本操作をおおよそ習

得している方

【 日 時 】1 月 28 日 水 、29 日 木 

13:00 ～ 16:00

①②共通
【使用するパソコン】Windows 7

【場所】仙北市総合情報センター 研修

室（角館町田町上丁 23）

【定員】各 30 人

【申込・問合せ】仙北市総合情報センター

（土･日･祝日を除く）  ☎ 43-3339

※テキストについては、学研の『わ

か る パ ソ コ ン 入 門　Windows7』

（1,200 円）を書店（ブックイン

105 など）で購入し持参願います。

秋田弁護士会から
無料法律相談を開催します
　秋田弁護士会では、より身近でお気

軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談

できるよう、仙北市と共催で次のとお

り無料法律相談を開催します。

【日時】12 月 24 日 水 13:30 ～

【会場】角館交流センター 第 2 研修室

【相談員】久島憲晴弁護士

【相談内容】◎一般法律相談（法律問題

全般のご相談）　◎サラ金・クレジッ

トなど多重債務のご相談　◎中小企

業・個人事業に関するご相談　◎高

齢者・障がい者に関するご相談　◎

交通事故に関するご相談　◎子ども

に関するご相談

【申込方法】事前に電話予約が必要です。

総務課総務係に電話であらかじめ予

約してください。

【予約受付時間】平日 9:00 ～ 17:00

【 相 談 時 間 等 】1 日先着 5 人。1 人

30 分以内。（① 13:30 ～ 14:00　

② 14:05 ～ 14:35　 ③ 14:40 ～

15:10　 ④ 15:15 ～ 15:45　 ⑤

15:50 ～ 16:20）

【その他】相談がスムーズに進むよう、

あらかじめ話の内容をまとめてきて

ください。相談に必要と思われる資

料がありましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111 冬本番！冬の事故を防ごう！
　これから本格的な冬を迎えます！火

災予防と雪による事故防止にご協力お

願いします！

◎冬囲いは災害に備え避難口を 2 か所

以上確保するようにしましょう！

◎石油ストーブへの給油は、必ず消火

を確認してから行い、給油タンクの

栓は確実に閉めましょう！

◎屋根からの落雪で煙突の排気筒が折

れたり、LP ガスボンベのホースが

外れる事もありますので、普段から

の点検を心がけましょう！

◎落雪によりホームタンクや配管が破

損していたり、除排雪等で配管を破

損しないように注意しましょう！

　冬の事故　小さな気配り　事故防止
【問合せ】 ▼仙北市総合防災課  ☎43-

1115　 ▼角館消防署  ☎54-2302

就職先未内定の学生、生徒、保護
者のみなさまへ
　秋田新卒応援ハローワーク、県内各

ハローワークでは、27 年 3 月末まで

の期間中、今春卒の学生、生徒および

保護者の方を対象とした『未内定就活

生への集中支援』を実施します。期間中、

各ハローワークに『学卒集中支援コー

ナー』を設置しますので、ぜひご利用

ください。

【支援内容】◎求人情報の提供　◎応募

書類の添削指導　◎面接指導　◎個

別求人開拓等

【問合せ】ハローワーク角館  ☎ 54-

2434

油の流出事故が多発しています
　最近、一般家庭のホームタンクや事

業所のタンクから、灯油などの油類が

漏れ出し、河川などに流れ出す事故が

増えています。そして、その多くが人

的ミスによるものです。

【事故を起こすと…】油の回収・処理に

約 50 万円の費用がかかってしまい

ます。その費用は事故を起こした原

因者が責任を持って負担しなければ

なりません。

【油流出事故を防ぐための心掛け】
　◎その場を離れない・目を離さない。

◎屋根からの落雪や除雪時には注意

を。◎配管の場所には目印を。◎定

期点検を怠らない。

【事故を起こした場合・発見した場合】
お近くの国や県の機関、市町村役場、

消防署、警察署等へご連絡ください。

【問合せ】国土交通省 湯沢河川国道事務

所 河川管理課  ☎0183-73-5340

※県税事務所窓口での（仮）受付は、平成 27 年 2 月 16 日から行いますが、その場合、

集合（仮）受付を行った方よりも免税証の交付が遅くなりますので、できるだけ

上記会場で申請手続を行ってください。

※『角館』、『田沢湖』会場では、会場にて耕作証明書を農業委員会事務局職員が交

付します。

※当日は大変混み合うことが予想されますので、必ず申請書に記入してお越しくだ

さい。原則として、受付は記入された方から行います。申請書用紙の無い方は下

記問合せ先に連絡してください。

※制度が継続された場合、使用者証（厚紙）の有効期間は、使用者証の交付日から

3 年間となりますので、使用者証の交付年月日が平成 24 年 12 月以前である場

合は更新申請が必要です。

※秋田県証紙（400 円分）は免税証の交付時にいただきます。

※共同申請で、使用者の増加または入れ替えがある場合は更新申請、使用者が脱退

する場合は書換申請が必要です。なお、印鑑と耕作証明書は全員のものが必要です。

【問合せ】 ▼秋田県総合県税事務所 課税部課税第二課  ☎ 018-860-3341

　 ▼秋田県総合県税事務所 仙北支所  ☎ 0187-63-5222

訂正とお詫び　広報せんぼく 12 月 1 日号 27 ページ「田沢湖・角館短歌大会」記事中、

仙北市内入賞者欄で紹介した藤原ユリ子さんの「入選」は「秀逸」の誤りでした。訂

正してお詫びいたします。
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12/
１６ 火

●医師講話会（田沢湖健康増進センター 14：00 ～ 15：30） 12/1・P11

●にこにこ元気塾（田沢湖総合開発センター 13：30 ～ 15：00） 12/1・P28

●ぽかぽかサロン（紙風船館 10：00 ～ 12：00） 12/1・P31

１７ 水

●メタボ予防教室初回勉強会（健康管理センター） P9

●えくぼの会（角館交流センター 10：00 ～ 14：00）12/1・P11

●こころの相談（健康管理センター）12/1・P11

●内陸線に乗って親子で GO!（秋田内陸線角館駅 10：30 集合） 12/1・P31

●社会福祉協議会  心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター13：00 ～16：00） 12/1・P32

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00） 12/1・P32

●第3回パソコン講座（総合情報センター 9：00 ～ 12：00） 11/1・P16

●基礎から学ぶ『おもてなしの英会話』（田沢湖総合開発センター19：00～20：00）9/1・P10

１８ 木 ●わくわく広場（さくラッコ 10：30 ～ 11：30） 12/1・P31

●第3回パソコン講座（総合情報センター 9：00 ～ 12：00） 11/1・P16

１９ 金 ●笑いの会（健康管理センター 10：00 ～ 11：30）12/1・P11

２０ 土 ●クリスマス　おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10：00 ～） 12/1・P29

２１ 日

２２ 月

２３ 火

２４ 水
●無料法律相談（角館交流センター 13：30 ～） P12

●こころの相談（角館交流センター）12/1・P11

●行政相談所開設日（桧木内出張所 13：00 ～ 16：00）12/1・P32

２５ 木 ●メタボ予防教室初回勉強会（西木保健センター） P9

●社会福祉協議会  心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～16：00）12/1・P32

２６ 金 ●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17：15 ～ 19：00） P6

２７ 土
●アフターDCファイナルイベントin仙北市（JR 田沢湖駅、JR 角館駅10：00 ～14：00）

●衣類のリサイクル教室（西木公民館 13：00 ～ 16：00）12/1・P28

２８ 日

２９ 月 ●環境保全センター  ごみの直接搬入の受入れ（環境保全センター 8：30 ～ 16：30）P6

３０ 火 ●環境保全センター  ごみの直接搬入の受入れ（環境保全センター 8：30 ～ 16：30）P6

３１ 水

1/ １ 木 ●元旦歓迎イベント（JR 田沢湖駅、JR 角館駅）

２ 金

３ 土

４ 日

仙北市カレンダー １２/１６火  ～１/４日

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日
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ちいきのわだい

市役所からのお知らせ／食育って
何だろう？

2015 FIS フリースタイルスキー
ワールドカップ秋田たざわ湖大
会開催 !! ／保健・健康の掲示板

高齢者輝き表彰

学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習

お知らせナビ

カレンダー・目次

つ ぶ や き

広報担当者の

SR　先日、膝を負傷しました。
伸ばすと痛みがあるので、常に
膝を軽く曲げた状態で生活して
います。寝るときもなかなか困
るもので、仰向けになり膝を軽
く曲げても、かかとが滑って足
が伸び、横になっても上から下
に軽い負荷がかかり、痛みが走
ります。結局いつの間にか寝て
しまいますが、普段意識するこ
とのない『重力』を日々感じて
います。

TK　雪道の運転にまだ慣れてい
なく、毎日ビクビクしながら運
転しています。つい先日も信号
で止まるときに少し滑っただけ
で軽くパニックに。落ち着いて
運転することを心がけたいもの
です。皆さんもケガなどには十
分に気を付けてよいお年をお迎
えください。

YR　今号掲載の仙北市輝き表彰。
受賞者の皆さんへ何度か撮影で
お邪魔しました。撮影中に感じ
たのは皆さんがとてもお元気だ
ということ。活動は様々ですが
楽しみながら、やりがいを持ち
皆さん活動されています。その
姿勢が元気の秘訣でしょうか。
見習いたいものです。
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